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一
三
方
範
忠
・
忠
治
の
守
護
代
在
職

「
若
狭
国
守
護
職
次
第
一
つ
)
(
以
下
「
守
護
次
第
」

と
略
記
)
に
よ
れ
ば
、
応
永
十
三
年
十
月
一
日
失
脚

し
た
小
笠
原
長
春
の
後
任
と
し
て
、
同
年
十
二
月
十

八
日
、
三
方
範
忠
が
若
狭
守
護
代
に
任
じ
ら
れ
た
と

い
う
。
「
守
護
次
第
」
、
お
よ
び
「
若
狭
国
税
所
今
富

名
領
主
代
々
次
第
一
つ
)
(
以
下
「
今
富
次
第
」
と
略
記
)

に
は
、
そ
の
後
の
三
方
範
忠
に
つ
い
て
、
応
永
十
六

年
正
月
六
日
一
色
満
範
の
死
去
に
伴
っ
て
出
家
し
常

析
と
称
し
た
こ
と
、
山
一
城
入
道
を
名
乗
っ
た
こ
と
な

ど
を
伝
え
る
が
、
両
次
第
と
も
応
永
三
十
年
前
後
で

終
わ
っ
て
い
る
た
め
、
一
色
氏
の
治
政
期
末
期
(
正

は

じ

め

に

長

・

永

享

期

)

の

若

狭

守

護

代

が

明

ら

か

で

な

い

。

小
稿
は
、
応
永
十
三
年
(
一
四

O
六
)
以
降
、
一
そ
こ
で
三
方
範
忠
の
就
任
以
降
の
若
狭
守
護
代
関
係

色
氏
の
も
と
で
若
狭
守
護
代
を
つ
と
め
た
三
方
氏
の
、
文
書
を
、
管
見
の
範
囲
で
ま
と
め
た
の
が
次
頁
第
1

特
に
一
色
家
中
に
お
け
る
政
治
的
地
位
を
検
討
し
よ
表
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
範
忠
(
弾
正
左
衛
門

う
と
す
る
も
の
で
、
三
方
氏
の
前
の
小
笠
原
氏
を
検
尉
、
山
城
守
、
法
名
常
折
)
の
守
護
代
在
職
の
明
証

討
し
た
旧
版
、
南
北
朝
期
の
三
方
氏
を
扱
っ
た
前
の
下
限
は
永
享
七
年
(
一
四
三
五
)
八
月
(
尚
日
)
、
次

席
三
方
氏
の
若
狭
に
対
す
る
か
か
わ
り
を
追
跡
し
の
忠
治
(
若
狭
守
)
の
上
限
が
同
九
年
十
月

(hu)で

た
別
艇
と
と
も
に
、
若
狭
守
護
代
の
実
態
の
解
明
を
あ
り
、
こ
の
間
に
範
忠
か
ら
忠
治
へ
の
交
替
が
あ
っ

目
指
す
さ
さ
や
か
な
作
業
の
一
環
で
あ
る
。
な
お
、
た
こ
と
に
な
る
が
、
当
該
期
の
記
録
類
を
参
照
し
て

本
論
に
入
る
前
提
と
し
て
、
三
方
氏
の
守
護
代
在
職
も
、
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
以
上
幅
を
狭
め
る
こ
と
は
で

に
つ
い
て
も
、
文
書
に
よ
っ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
き
な
い
。
忠
治
の
在
職
下
限
は
、
確
証
は
な
い
け
れ

3 5の2

室
町
期
の
若
狭
守
護
代

三
方
氏
の
政
治
的
地
位

河

キす

昭

河
村

室
町
期
の
若
狭
守
護
代
三
方
氏
の
政
治
的
地
位

ど
も
、
永
享
十
二
年
五
月
十
五
日
、
一
色
義
貫
(
義

範
)
が
将
軍
義
教
の
命
を
受
け
た
武
田
信
栄
に
よ
っ

て
大
和
で
謀
殺
さ
れ
た
際
、
「
三
方
若
狭
守
井
同
弾
正

両
人
」
が
「
散
々
相
戦
討
死
一
6
)
し
て
お
り
、
こ
の
若

狭
守
が
忠
治
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
時
ま
で

若
狭
守
護
代
に
在
職
し
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

な
お
、
範
忠
は
こ
の
時
ま
だ
存
生
し
て
い
た
ら
し

く
、
義
貫
が
討
た
れ
た
翌
十
六
日
、
京
都
の
義
貫
邸

を
一
色
義
親
(
義
貫
の
甥
)
が
襲
っ
た
際
、
こ
れ
に
応

戦
し
て
討
死
し
た
義
貫
家
臣
の
中
に
、
範
忠
(
常
析
)

と
思
わ
れ
る
「
三
方
山
城
入
道
」
が
い
だ
。
し
た
が
っ

て
、
ー
範
忠
か
ら
忠
治
へ
の
交
替
は
範
忠
の
死
没
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
忠
治
は
範

忠
の
弟
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
す
な
わ
ち
、
『
満
済
准
后

日
記
』
永
享
四
年
正
月
二
十
八
日
条
に
「
一
色
内
三

方
入
道
来
、
折
紙
記
千
随
身
、
今
度
弟
若
狭
守
御
免
、

祝
着
事
等
申
為
云
々
」
と
あ
る
。
忠
治
以
外
に
若
狭

守
を
名
乗
る
三
方
氏
と
し
て
、
応
永
二
十
六
年
と
永

享
元
年
に
所
見
の
あ
る
範
次
な
る
者
が
い
る
が
、
彼

(8) 

は
範
忠
の
三
男
と
伝
え
る
か
ら
、
右
の
寸
弟
若
狭
守
」

は
や
は
り
第
1
表

h
u
・
日
目
の
忠
治
と
み
て
よ
か
ろ

う
。
し
か
ら
ば
、
範
忠
に
子
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
)
、
死
没
に
よ
ら
ず
、
か
つ
兄
か
ら
弟
へ
と
い
う
、
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第
1
表

宛
人

品 企
?

三
方
範
忠
・
忠
治
関
係
文
書

備
考
(
端
裏
書
・
書
止
・
署
名
・
奥
書
)

Nu
 
I
年
月
日

文
書
名

出
典

内

1
 
1
応
永
14
.
10
. 
20
 
1
幕
府
奉
行
人
治
部
光
智
奉
書
案
|
 三
方
弾
正
左
衛
門
尉
|
 太
良
庄
の
内
宮
役
夫
工
米
催
促
停
止

2
 
I
 1
1 
17
. 
8.
 
9
 
I
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案

|
 守
護
代

|
 太
良
庄
の
外
宮
役
夫
工
米
催
促
停
止

3
 
I
 11 
18
. 
10
. 
17
 
I
守
護
代
三
方
常
折
遂
行
状

羽
賀
寺
供
僧
中

税
所
今
富
竹
原
天
満
宮
寄
進
地
の
安
堵

10
. 
26
 
I
守
護
一
色
義
範
奉
行
人
選
署
奉
書
i
三
方
山
城
入
道

閏
10
.
3
 
I
守
護
代
三
方
常
情
遂
行
状
案
|
 長
法
寺
民
部
入
道

6
 
I
 1
1 
2
1..
 
10
. 
19
 
I
伝
奏
広
橋
兼
宣
奉
書
案

7
 
I
 1
1 
2
1. 
12
. 
15
 
I
守
護
代
三
方
常
祈
請
文 書 状 書 状 書 韻 書

奉 行 奉 行 奉 奉 奉

署 遵 署 遵 署 署 署

連 貫 連 貫 連 連 連

人 H 義 人 義 H 人 人 人

行 色 行 色 行 行 行

奉 一 泰 一 奉 奉 奉

府 議 府 議 府 府 府

幕 守 幕 守 幕 幕 幕

1 m 5 0 4 5 4 2 3  

6 7 9 H 9 8 日 7 9

閏

お

2 6 7 9

1 享

f y Y1 ・ 京 1 1 1

t J 0 1 2 3 4 5 6  f i l l - - 1 1 1  1
7 18
 

10
. 
21
 
I
 守
護
一
色
義
貫
通
主
行
状

10
. 
23
 
I
守
護
代
三
方
忠
治
遊
行
状
案

太
良
庄
の
一
二
宮
造
営
反
銭
催
促
停
止

11 
(
任
去
月
廿
六
日
奉
書
之
旨
)

三
方

御
奉
行
所

国
富
庄
の
壬
生
周
枝
へ
の
返
付

却
位
反
銭
に
つ
き
、
太
良
庄
の
公
回
数
を
確
認
1
[
端
】
守
護
代
状

I署
】
沙
弥
常
折
上

守
護
代

[端
1
役
夫
工
米
書
下
案
文

[端
I
役
夫
工
米
書
下
案
文

[
奥
]
正
文
三
方
ニ
在
之

[止
I
之
由
候
所
也
、
仰
執
達
知
件

[
署
]
沙
弥

I止
】
之
由
候
所
也
、
伺
執
達
如
件

[
止
】
伺
状
如
件

[
署
】
抄
弥

I奥
】
表
書
云
長
法
寺
民
部
入
道
殿
沙
弥
常
析

[
止
】
恐
憧
謹
言

ハ
ー
10
7

東
は
ー
15
3

羽
賀
寺
8
 

1  

7 一

一 l一 3

2 1  

一 -
つ オ 壬
生
3
3
0
-
2
 

つ
2
-
1
2
 

三
方
山
城
入
道

守
護
代

三
方
山
城
入
道

本
郷
の
内
宮
役
夫
工
米
催
促
停
止

本
郷
85
 

太
良
庄
の
内
宮
役
夫
工
米
催
促
停
止

I
 オ
13
0 

耳
西
郷
半
分
地
頭
職
の
臨
川
寺
雑
掌
へ
の
渡
付
1
[
止
】
任
御
判
井
御
施
行
等
之
旨
之
状
如
件
|
天
龍
寺
29

太
良
庄
の
外
宮
役
夫
工
米
催
促
停
止

ニ
-
4
9

太
良
庄
反
銭
謀
役
の
使
者
入
部
停
止

|
 
【
止
】
任
御
!
f
'J
弁
御
施
行
等
之
旨
之
状
如
件
|
オ
ー
14
0

安
賀
庄
の
正
実
将
運
代
へ
の
渡
付

I
 [
止
】
任
今
月
十
一
日
御
判
井
御
施
行
等
之
旨
11
I
 佐
藤
行
信
氏
所
蔵
3

太
良
庄
の
多
田
院
造
営
料
反
銭
催
促
停
止

た
-
6
5

守
護
代

太
良
庄
の
和
州
発
向
陣
夫
催
促
停
止

宮
河
庄
領
家
職
の
兵
根
反
銭
催
促
停
止

三
方
若
狭
守

国
富
庄
の
半
済
停
止
、
官
長
者
雑
掌
へ
の
波
付
1
[止
1
任
御
判
井
御
施
行
之
旨
…
一
之
状
知
件
|
 壬
生
59
 

ゐ
-
6
4

上
賀
茂
4
 

松
山
三
郎
左
衛
門
入
道

11
(
任
今
月
廿
一
日
御
遵
行
之
旨
)

[止
1
之
状
如
件

[暑
1
三
方
口
棋
忠
治
I
 11 
33
6 

注
(
1
)
三
方
範
忠
(
常
折
)
・
忠
治
が
発
給
人
、
も
し
く
は
宛
人
と
し
て
見
え
る
も
の
、
お
よ
ぴ
守
護
代
宛
の
も
の
で
、
若
狭
に
か
か
わ
る
も
の
に
限
っ
た
。

(2
) 
文
書
名
は
、
統
ー
の
た
め
出
典
の
そ
れ
を
採
ら
を
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。

(3
)
備
考
の
欄
の
略
号
は
、
[
端
】
端
裏
書
・
端
見
返
書
、
[
止
】
書
止
、
I署
】
署
名
、
I奥
】
奥
書
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
を
記
し
て
は
い
な
い
。
端
裏
書
は
部
分
引
用
も
あ
る
。

(4)
 
出
典
の
欄
の
Nu
3
は
『
小
浜
市
史
』
社
寺
文
書
編
、
Nu
6
・
17
・
18
は
『
壬
生
家
文
書
j
(
図
書
寮
叢
刊
)
、
Nu
8
 .
 10
・
13
・
16
は
『
福
井
県
史
』
資
料
編
2
の
文
書
番
号
。
そ
の
他
は
、
No
.2
の
東
a東
寺
文
書
』
大
日
本
古

文
書
家
わ
け
ー
)
を
除
き
、
す
べ
て
東
寺
百
合
文
書
で
、
函
名
と
文
書
番
号
(
京
都
府
立
総
合
資
料
館
編
『
東
寺
百
合
文
書
目
録
j
に
よ
る
)
の
み
示
す
。

4日
I1
説者
同
I11
浦
謝
ト
十
著
書
厚
生
時

ト
ー
A ∞
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あ
ま
り
尋
常
と
は
い
え
な
い
守
護
代
職
の
継
承
と
な

る
。
そ
の
事
情
は
判
然
と
し
な
い
が
、
大
胆
に
憶
測

を
加
え
れ
ば
、
将
軍
義
教
の
介
入
も
考
え
ら
れ
な
く

は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
先
に
引
い
た
『
満
済
准
后
日

記
』
に
よ
れ
ば
、
三
方
忠
治
と
思
わ
れ
る
「
若
狭
守
」

が
、
お
そ
ら
く
満
済
の
仲
介
で
義
教
か
ら
赦
免
さ
れ

て
い
る
。
将
軍
の
勘
気
を
蒙
る
と
い
う
こ
と
は
、
将

軍
と
直
接
的
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
か
ら
、
忠
治
の
若
狭
守
護
代
就
任
に
、
修
復
さ

れ
た
義
教
と
の
関
係
が
少
な
か
ら
ず
あ
ず
か
っ
た
と

み
る
余
地
も
あ
ろ
沌
。

三
方
範
忠
は
若
狭
以
外
の
一
色
氏
分
国
の
守
護
代

や
侍
所
所
司
代
に
も
な
っ
て
お
り
、
後
論
と
も
か
か

わ
る
の
で
、
三
方
氏
も
含
め
た
一
色
氏
分
国
の
守
護

代
、
侍
所
所
司
代
、
お
よ
び
若
狭
の
小
守
護
代
・
今

富
名
代
官
・
同
又
代
官
の
沿
革
を
、
一
色
満
範
・
義

範
の
二
代
に
限
っ
て
整
理
し
、
次
真
に
第
2
表
と
し

て
掲
げ
て
お
く
。

19 

二
一
色
家
中
に
お
け
る
三
方
範
忠
の
地
位

三
方
氏
は
鎌
倉
前
期
の
若
狭
守
護
若
狭
忠
季
の
末

喬
で
三
方
郡
三
方
郷
を
名
字
の
地
と
す
る
。
南
北
朝

期
の
三
方
氏
に
つ
い
て
は
、
関
係
史
料
が
ほ
と
ん
ど

河
村

室
町
期
の
若
狭
守
護
代
三
方
氏
の
政
治
的
地
位

な
い
中
で
き
わ
め
て
粗
雑
な
検
討
を
加
え
た
前
稿

(注

2
)
で
、
そ
の
将
軍
直
属
御
家
人
的
性
格
を
指
摘

し
た
。
こ
の
結
論
の
是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
、
南
北
こ
の
文
書
の
年
代
は
、
丹
後
な
ど
五
か
国
に
東
寺

朝
末
期
の
三
方
氏
が
、
一
色
氏
と
の
間
に
さ
程
緊
密
修
造
棟
別
銭
が
賦
課
さ
れ
た
応
永
十
九
年
と
み
て
ほ

な
関
係
を
形
成
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
否
定
ぽ
間
違
い
な
時
。
内
容
は
一
部
判
然
と
し
な
い
も
の

で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
色
氏
と
三
方
氏
の
主
従
の
、
丹
後
の
棟
別
銭
徴
集
に
あ
た
っ
て
、
同
国
守
護

制
的
関
係
は
、
室
町
期
に
入
っ
て
か
ら
若
狭
守
護
代
一
色
氏
が
「
国
家
数
L

を
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、

に
な
る
応
永
十
三
年
ご
四

O
六
)
ま
で
の
か
な
り
短
(
五
十
賞
文
の
一
部
又
は
超
過
分
を
カ
)
守
護
と
し
て

期
間
に
急
速
に
強
化
さ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
は
直
接
徴
集
で
き
な
い
の
で
、
寺
家
の
使
者
を
遣
わ

が
、
そ
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
す
よ
う
促
す
と
共
に
守
護
と
し
て
の
協
力
を
約
し
た

若
狭
守
護
代
に
な
っ
て
か
ら
の
三
方
範
忠
は
、
別
奉
書
の
ご
と
く
で
、
発
給
人
の
常
析
(
三
方
範
忠
)

稿
(
注
3
)
で
み
た
よ
う
に
積
極
的
な
経
営
を
展
開
は
丹
後
守
護
代
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
が
、
当
時

し
て
在
地
支
配
の
強
化
に
努
め
る
一
方
で
、
一
色
氏
の
丹
後
守
護
代
は
伊
賀
入
道
(
了
喜
)
で
あ
る
。
し
た

家
中
に
お
け
る
地
位
も
着
実
に
高
め
て
い
っ
た
。
そ
が
っ
て
、
三
方
範
忠
は
丹
後
守
護
代
よ
り
も
っ
と
高

の
点
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
し
て
、
ま
ず
次
の
史
次
の
、
た
と
え
ば
一
色
家
の
執
事
の
よ
う
な
立
場
で

料

を

あ

げ

た

い

。

東

寺

と

折

衝

し

て

い

た

の

で

は

な

か

ろ

う

か

。

と

す

(
干
↑
疋
カ
)

丹
州
棟
別
事
、
五
口
口
分
候
者
、
可
致
執
沙
汰
れ
ば
、
範
忠
は
若
狭
守
護
代
に
な
っ
て
わ
ず
か
五

(
〈
候
カ
)

口
口
上
事
者
、
国
家
数
あ
る
へ
口
口
と
も
、
不

1
六
年
の
聞
に
一
気
に
家
中
最
高
の
地
位
に
ま
で

覚
候
問
、
為
守
護
執
沙
汰
ハ
不
可
叶
候
へ
ハ
、
昇
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
一
色
家
で
は
応
永
十

以
寺
家
御
使
可
被
召
候
哉
、
両
篇
を
承
て
、
何
六
年
正
月
死
去
し
た
満
範
の
あ
と
、
十
歳
の
遺
子
、

篇
に
で
も
可
遵
行
申
候
由
申
せ
と
て
候
、
恐
々
五
郎
(
義
範
、
の
ち
義
貫
)
が
嗣
い
だ
も
の
の
、
兄

謹

言

、

の

二

郎

(

持

範

)

と

の

間

に

確

執

が

あ

っ

た

ら

し

く

、

同
十
八
年
六
月
、
兄
弟
和
睦
が
成
っ
た
と
伝
え
る
(
守

東
寺

賓
厳
院
御
坊

十
月
五
日

常
析
(
花
押
)

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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若
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究

満範・義範期の一色氏分国の守護代(付、若狭小守護代・今富名代官・同又代官・侍所所司代)

侍所

所司代

丹後

守護代

狭

守護代|小守護代|立;高吾l同又代官|当主

若

第 2表

× 応永13. 6x 
10， 
12 I 

11 16 正×

1/ 19目 10

片

山

イT

光

石

河

長

貞

小笠原|武団長盛

長春.. 
v 

三
五
巻
二
号

× 

i芳賀入道

~ 

三方範忠、，

三方制、 l一一一

1/ 20.正

J/ 21. 2 

11 23. 5 

1/ 25. 10 

11 

11 26. 4 

長?百石l
V一一一-y 義

長

法

氏家範長

三方範忠

三方範忠9 

11 27. 11 
11 28. 7 

9 

11 

12 

11 29. 10 

11 30. 81氏家某
12 

11 34. 10 

範

法

ミ子

納

方寺

納

方

範

延永益信三方範忠

~-一一一 “ 

延永益幸

v 

マ

|延氷益幸

“一一一一一一ー一
延永益幸企

義

12 

11 8. 4 

問 5
8 

1/ 9. 10 
|同越前守

×ー一一一一- J/ 12. 5X---X  

12 

正長元

永草元. 2 

11 3. 8 

11 4. 10 

11 5. 4 

11 6. 8 

11 7. 8 

V入部

鬼

貫

松

山

一
郎
左
衛
門

×ー一一一一一一一一

注 (1)若狭の諸職・一色氏当主の欄は、タテ線・ヨコ線とも当該人物の在職期間を示す。若狭以外の
欄のタテ線は一色氏の当該国・郡守護、侍所頭人の在職期間を示し、ヨコ線は守護代・所司代
の在職期間を示す(点線は上限・下限)。
(2)丹後守護は、当初(明徳3年=1392)から満範。
(3)..は補任、企は改替、×は死没、す.'"は在職徴証の上限・下限。
(4)典拠・参考文献，若狭国税所今富名領主代々次第」・「若狭国守護職次第J (以上若狭)、今谷

明『守護領国支配機構の研究j(丹後・山城・侍所)、『康富記』・『師郷記j(以
上三河)、『醐醍寺文書j400・2027号(尾張海束郡)。
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護
次
第
)
。
こ
の
幼
主
兄
弟
の
対
立
は
家
臣
団
の
内

紛
、
権
力
闘
争
に
他
な
ら
朽
、
三
方
氏
の
急
速
な
地

位
上
昇
は
、
そ
う
し
た
政
治
的
背
景
が
あ
っ
て
初
め

て
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
応
永
二
十
一
年
二

月
、
丹
後
出
身
と
み
ら
れ
る
石
河
長
補
に
代
わ
っ
て

三
方
範
忠
が
若
狭
今
富
名
代
官
に
任
じ
ら
れ
た
り

(第
2
表
)
、
同
二
十
五
年
十
一
月
に
範
忠
の
丹
後
守

護
代
在
職
が
確
認
さ
れ
た
り
す
る
事
実
は
(
同
)
、
範

忠
の
栄
達
が
、
丹
後
出
身
の
重
臣
を
凌
駕
す
る
こ
と

を
通
し
て
実
現
で
き
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。

三
方
範
忠
が
一
色
氏
家
中
で
最
高
の
地
位
に
あ
っ

た
こ
と
を
如
実
に
示
す
の
が
応
永
二
十
五
年
の
一
色

義
範
の
山
城
守
護
職
就
任
の
際
、
範
忠
の
果
た
し
た

役
割
で
あ
る
。
第
3
表
は
そ
の
経
緯
を
年
表
に
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
特
に

a
・
d
-
e

な
ど
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
義
範
の
守
護
職
就

任
問
題
は
、
放
生
会
を
め
ぐ
る
石
清
水
八
幡
と
神
人

と
の
抗
争
に
端
を
発
し
、
八
幡
側
が
神
人
弾
圧
の
た

め
に
当
時
侍
所
頭
人
で
あ
っ
た
義
範
の
山
城
守
護
兼

任
を
望
ん
だ
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
一
色
側
が
そ
う
し
た
八
幡
側
の
意
向
に

乗
じ
て
、
山
城
守
護
職
獲
得
を
も
く
ろ
ん
だ
と
み
る

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
に

河
村

室
町
期
の
若
狭
守
護
代
三
方
氏
の
政
治
的
地
位

(応永25年)

月日 記 事

a 10.14 三方範忠が石清水八幡社務田中融清と共に満済を訪れ、八幡神人の放
生会役抑留問題について談合。これは将軍義教の指示にもとづくもの

である。[満】

b 10.18 「緩怠」を働いた「山城国民共」を退治した賞として、所司代三方が
「少々閥所等」を拝領。また、山城守護職は侍所頭人一色義範に命じ

られたが、一色は固辞しているらしい。しかし、三方は内野御経が終

われば入部するとのことである。[康]

C 10.20 三方と小笠原入道が満済を訪れ、「当国事等内々可申次由上意趣」を小

笠原が語る。[満】

d 10.23 八幡神人問題に一応の決着がつけられたあと、来月14日からの義教の
八幡参寵が決まり、「神人御無沙汰大儀」のため山城守護職は一色が補

任される。[満】

e 10.27 一色は伏見庄に折紙を下し、八幡神人強訴につき同庄沙汰人名主に
「属守護可致忠節之由」を命じる。【看]

f 10.29 伏見宮、一色・三方に太万・銭を贈り、伏見庄沙汰人名主の軍役勤仕は
前例なき旨を申し入れるも、一色側は名主に限り免除する意向を示

す。[看]

g 11. 1 守護代三方は、甲宵を帯びた300余騎を率して「国入部」を行い、淀に

下着。美豆に城郭を構えて居住するとのことである。この日伏見庄の

守護役が免除される。【看】

一色義範の山城守護職就任関係年表第3表

[看]- r看聞日記』[康]- r康富記』【満]- r満済准后日記』
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若
越
郷
土
研
究

三
五
巻
二
号

22 

は
利
害
の
一
致
し
た
石
清
水
八
幡
と
一
色
氏
と
の
連
日
、
伏
見
庄
即
成
院
で
お
き
た
強
盗
事
件
と
そ
の
後

携
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
の
侍
所
に
お
け
る
訴
訟
審
議
は
、
笠
松
宏
至
氏
に

き
た
い
の
は
、
こ
の
一
色
氏
の
政
治
活
動
が
、
実
は
よ
っ
て
「
中
央
の
儀
」
な
る
語
の
意
味

l
i決
定
権

三
方
範
忠
の
主
導
に
よ
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
す
な
者
た
る
権
力
ト
ッ
プ
が
除
外
さ
れ
た
場
に
お
け
る
家

わ
ち
、
当
時
十
九
歳
で
あ
っ
た
一
色
義
範
自
身
は
守
臣
た
ち
の
決
定
が
ト
ッ
プ
の
意
志
と
し
て
表
明
さ
れ

護
職
を
望
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
る
こ
と
ー
ー
が
鮮
や
か
に
解
明
さ
れ
た
事
例
と
し
て

ず

(b)
、
当
初
か
ら
範
忠
が
八
幡
の
田
中
と
共
に
積
知
ら
れ
て
い
話
。
訴
訟
の
経
過
は
笠
松
氏
や
横
井
清

極
的
に
こ
の
運
動
に
か
か
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
隔
の
論
著
に
譲
り
、
三
方
氏
の
か
か
わ
り
に
限
っ
て

ま
た
、

b
に
あ
る
よ
う
に
、
範
忠
は
所
司
代
と
し
て
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
五
年
に
も
及
ぶ
こ
の
訴
訟
に

の
活
動
に
よ
っ
て
閲
所
地
を
お
そ
ら
く
幕
府
(
将
軍
)
お
い
て
は
、
終
始
所
司
代
の
三
方
範
忠
が
担
当
、
指

か
ら
宛
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
範
忠
の
揮
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
(
た
だ
し

活
動
が
形
式
的
に
は
主
家
一
色
氏
の
代
官
と
し
て
の
一
色
氏
の
頭
人
在
職
は
応
永
二
十
八
年
ま
で
)
。
こ
の

そ
れ
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
い
わ
ば
恩
賞
と
し
て
の
事
件
の
犯
人
三
木
三
郎
は
兄
善
理
と
共
に
管
領
畠
山

私
的
利
権
を
幕
府
か
ら
直
接
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
満
家
の
被
官
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
畠
山
の
介
入
を
招

味
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
が
侍
所
所
司
代
一
般
に
き
三
木
側
の
主
張
の
み
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
「
中
央
の

ど
れ
ほ
ど
敷
街
で
き
る
か
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と
儀
L

に
よ
っ
て
伏
見
庄
で
三
木
氏
と
対
立
関
係
に

も
三
方
氏
に
限
っ
て
い
え
ば
、
将
軍
権
力
、
幕
府
中
あ
っ
た
小
川
禅
啓
ら
が
逆
に
罪
科
に
処
せ
ら
れ
よ
う

枢
と
の
聞
に
大
き
な
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
と
し
た
、
恋
意
的
裁
判
の
典
型
で
あ
る
が
、
所
司
代

想
定
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
あ
る
い
は
前
稿
範
忠
は
積
極
的
に
畠
山
・
三
木
側
に
加
担
し
て
「
中

(注

2
)
で
推
測
し
た
よ
う
に
南
北
朝
期
以
来
の
も
央
の
儀
」
に
一
役
を
買
っ
て
い
る
。
応
永
二
十
五
年

の

か

も

知

れ

な

い

。

十

二

月

出

さ

れ

た

三

木

善

理

の

訴

状

が

、

畠

山

の

圧

こ
こ
で
、
所
司
代
と
し
て
の
三
方
範
忠
の
活
動
を
カ
で
翌
年
四
月
伊
勢
因
幡
守
の
奉
書
の
形
で
認
め
ら

少
し
み
て
お
き
た
い
。
応
永
二
十
四
年
五
月
二
十
七
れ
た
が
、
こ
れ
を
四
か
条
の
目
安
と
し
て
一
示
さ
れ
た

伏
見
宮
側
が
驚
き
伊
勢
に
確
か
め
た
と
こ
ろ
、
小
川

ら
を
罪
科
に
処
し
庄
外
に
追
放
す
べ
し
と
い
う
第
四

条
は
将
軍
の
下
命
も
な
か
っ
た
か
ら
奉
書
に
は
載
せ

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
、
伊
勢
も
「
只
三
方
任
訴
人

申
旨
、
楚
忽
之
申
状
驚
入
L

と
語
っ
た
と
い
沌
o

こ

こ
に
お
い
て
三
方
は
、
も
っ
ぱ
ら
畠
山
・
三
木
側
の

意
向
に
沿
っ
て
将
軍
御
供
衆
伊
勢
を
利
用
し
、
上

意
・
公
方
の
権
威
を
か
ざ
し
て
強
引
な
訴
訟
指
揮
を

展
開
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
間
の
「
看

開
日
記
』
に
見
る
限
り
、
侍
所
頭
人
一
色
義
範
の
意

志
は
ま
っ
た
く
表
わ
れ
て
い
な
い
。
笠
松
氏
は
、
こ

の
「
中
央
の
儀
」
は
、
従
者
に
よ
る
主
人
意
志
の
詐

称
や
単
な
る
越
権
行
為
で
は
な
く
、
横
の
連
帯
を
遂

げ
た
従
者
に
よ
る
協
議
決
定
が
優
越
す
る
と
す
る
政

治
思
想
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
右
の
例
を
も
っ
て
三
方
氏
が
主
家
を
無
視
し
て

専
権
を
振
る
っ
て
い
た
、
な
ど
と
短
絡
に
結
論
づ
け

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
当
時
の
三
方
氏
が
一
色

家
中
に
あ
っ
て
「
中
央
の
儀
」
を
成
立
せ
し
め
る
中

核
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
、
も
は
や
否
定
し
難
い
。

一
色
義
範
が
侍
所
頭
人
、
つ
い
で
山
城
守
護
を
つ

と
め
た
応
永
二
十
五

i
二
十
八
年
頃
が
、
三
方
氏
の

全
盛
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
掲
第
2
表
か
ら
も
う
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か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
間
、
三
方
範
忠
は
若
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
郷
へ
の
寄
船
(
漂
着
物
)
が
中
四
年
五
月
、
丹
後
守
護
代
延
永
益
信
が
幕
府
奉
行
人

狭
守
護
代
以
外
に
山
城
守
護
代
・
侍
所
所
可
代
・
丹
分
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
実
相
院
増
詮
が
一
色
方
に
奉
書
に
よ
っ
て
壱
万
部
御
経
料
所
山
城
草
内
郷
飯
岡

後
守
護
代
を
兼
任
し
、
尾
張
海
束
郡
守
護
代
も
こ
の
抗
議
し
た
と
こ
ろ
、
大
屋
掃
部
(
神
戸
郷
の
給
人
カ
)
所
務
職
を
預
け
置
か
れ
て
い
る
知
く
、
延
永
氏
と
幕

頃
か
ら
在
職
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
頃
の
の
態
度
は
「
感
動
P
で
あ
っ
た
が
、
増
詮
は
、
「
及
異
府
中
枢
と
の
聞
に
強
い
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ

尾
張
智
多
郡
は
守
護
代
を
置
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
儀
事
、
併
三
方
所
為
候
欺
」
と
思
っ
た
ら
し
い
。
詳
て
い
た
ら
し
い
こ
国
な
ど
と
お
そ
ら
く
無
関
係
で
は

る
の
旬
、
三
河
を
除
く
一
色
氏
分
国
の
守
護
代
・
侍
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
守
護
代
で
も
な
い
三
方
範
忠
あ
る
ま
い
。
な
お
、
永
享
期
に
お
い
て
も
三
方
氏
が

所
所
司
代
を
独
占
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
唯
が
、
三
河
に
お
い
て
何
ら
か
の
政
治
力
を
行
使
し
て
、
一
色
家
中
で
枢
要
な
地
位
を
占
め
続
け
た
こ
と
は
い

一
守
護
代
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
三
河
で
も
、
三
方
寄
船
の
中
分
に
関
与
し
た
ら
し
い
こ
と
が
看
取
で
き
う
ま
で
も
な
吋
。

氏
が
大
き
な
政
治
的
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
よ
う
。
ま
た
、
応
永
三
十
四
年
当
時
の
尾
張
海
束
郡

(
沼
)

う
か
が
わ
せ
る
も
の
に
、
応
永
三
十
年
の
も
の
と
思
の
小
守
護
代
は
三
方
対
馬
守
て
、
同
郡
は
在
地
の
支
む
す
び

わ

れ

る

次

の

文

劃

が

あ

る

。

配

機

構

ま

で

三

方

氏

の

掌

握

す

る

と

こ

ろ

と

な

っ

て

本

稿

は

、

も

っ

ぱ

ら

一

色

家

中

に

お

け

る

三

方

氏

昨

日

委

細

承

候

、

恐

悦

候

、

神

戸

郷

寄

船

事

、

い

た

こ

と

が

知

ら

れ

る

。

の

政

治

的

地

位

に

つ

い

て

検

討

し

、

応

永

二

十

年

代

可
為
中
分
之
儀
欺
之
由
申
候
旨
承
候
、
更
無
其
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
応
永
二
十
年
代
か
ら
同
か
ら
同
末
年
に
か
け
て
全
盛
を
極
め
た
こ
と
を
確
認

謂
候
、
傍
例
芳
難
義
之
問
、
不
可
叶
口
、
如
此
末
年
に
か
け
て
、
そ
の
権
勢
は
頂
点
に
至
っ
た
三
方
し
た
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

候
者
、
以
前
不
入
之
御
教
書
無
益
候
敗
、
昨
日
氏
で
あ
る
が
、
第
2
表
に
あ
る
よ
う
に
、
永
享
期
に
想
定
し
た
家
中
の
権
力
闘
争
や
、
丹
後
国
人
と
の
対

(
申
カ
)

守
護
方
申
遣
候
慮
、
大
屋
掃
部
と
口
口
は
侍
所
所
司
代
、
山
城
守
護
代
と
も
に
三
方
氏
で
は
立
な
ど
は
、
ひ
と
つ
の
仮
説
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、

[

]

如

此

感

動

ω
候
之
処
、
及
異
儀
事
、
な
く
、
丹
後
守
護
代
の
延
永
益
幸
が
兼
任
し
て
い
る
。
三
方
氏
の
権
勢
の
大
き
さ
を
強
調
す
る
余
り
、
主
家

併
三
方
所
為
候
欺
、
於
子
今
者
以
此
趣
公
方
様
ま
た
、
こ
の
頃
の
京
都
に
お
け
る
一
色
氏
の
政
治
活
一
色
氏
の
存
在
を
結
果
的
に
軽
視
す
る
こ
と
と
な
っ

口
可
歎
申
入
之
由
存
候
、
可
為
如
何
様
候
哉
、
動
に
お
い
て
も
、
延
永
氏
が
表
舞
台
に
登
場
す
る
と
た
が
、
一
色
義
買
の
若
年
期
|
|
三
方
範
忠
の
全
盛

巨
細
尚
以
使
申
口
、
他
事
期
参
拝
候
也
、
恐
慢
と
が
多
く
、
三
方
氏
の
地
位
の
相
対
的
低
下
は
否
め
期
に
あ
た
る
ー
ー
は
と
も
か
く
も
、
た
と
え
ば
永
享

敬

口

、

な

(

山

)

。

そ

の

原

因

は

も

と

よ

り

不

明

と

い

わ

ざ

る

を

二

年

の

将

軍

義

教

右

大

将

拝

賀

の

供

奉

の

座

次

を

め

十

一

月

廿

日

増

詮

得

な

い

が

、

永

享

一

克

年

ご

四

二

九

)

将

軍

と

な

っ

ぐ

っ

て

気

骨

を

み

せ

だ

義

貫

の

個

性

同

、

け

っ

し

て

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
河
神
戸
郷
が
守
護
不
入
の
地
た
義
教
が
専
制
を
強
め
て
い
く
こ
と
、
お
よ
び
、
間
無
視
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
守
護
の
個
性
は

23 

河
村

室
町
期
の
若
狭
守
護
代
三
方
氏
の
政
治
的
地
位
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別
に
し
て
も
、
守
護
代
の
実
態
を
考
え
る
の
に
、
守

護
を
視
野
か
ら
除
外
す
る
の
は
正
し
い
態
度
で
は
な

く
、
一
色
氏
自
身
の
動
向
の
追
跡
は
今
後
の
課
題
で

ふ
め
ヲ
令
。

注(1)
拙
稿
「
南
北
朝
室
町
初
期
の
若
狭
守
護
代
小

笠
原
氏
に
つ
い
て
」
(
『
兵
庫
教
育
大
学
研
究
紀

要
』
第
九
巻
)
、
同
「
将
軍
近
習
小
笠
原
蔵
人
と

若
狭
守
護
代
小
笠
原
長
一
房
」
(
「
若
越
郷
土
研
究
』

第
三
十
四
巻
一
号
)

(2)
拙
稿
「
南
北
朝
期
の
若
狭
国
人
三
方
氏
に
つ

い
て
L

(

『
若
越
郷
土
研
究
』
第
三
十
四
巻
六
号
)

(3)
拙
稿
「
室
町
期
の
若
狭
守
護
代
三
方
氏
の
動

向
」
(
『
兵
庫
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
第
十
巻
)

(4)
『
群
書
類
従
』
第
四
輯
(
補
任
部
)

(5)
向
右

(6)
『
師
郷
記
』
永
享
十
二
年
五
月
十
五
日
条

(7)
「
東
寺
執
行
日
記
」
永
享
十
二
年
五
月
十
六
日

条
(
『
後
鑑
』
同
日
条
所
載
)

(8)
応
永
二
十
六
年
の
若
狭
一
二
宮
造
営
棟
札

(
『
小
浜
市
史
』
社
寺
文
書
編
所
収
、
若
狭
彦
神

社
文
書
一
四
号
①
②
)
に
「
山
城
守
沙
弥
常
折

需
若
狭
守
範
次
」
と
見
え
、
『
若
狭
守
護
代
記
』

(
若
狭
史
学
会
、
一
九
七
三
年
)
に
は
「
永
享
元

年
酉
、
今
年
守
護
代
三
男
若
狭
守
範
次
蛍
国
大
飯

郡
大
島
ノ
八
幡
宮
井
長
楽
寺
ヲ
造
宮
シ
、
寺
領
山

林
を
寄
附
ス
」
と
あ
る
。

(9)
大
和
で
三
方
若
狭
守
(
忠
治
)
と
共
に
戦
死
し

た
同
弾
正
は
、
範
忠
の
最
初
の
官
途
(
弾
正
左
衛

門
尉
)
と
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
範
申
仙
の

嫡
子
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

(
叩
)
今
谷
明
氏
は
、
守
護
代
の
更
迭
に
幕
府
は
原

則
と
し
て
介
入
せ
ず
守
護
の
み
が
人
事
権
を

も
っ
て
い
た
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
永
享
三
年
の
丹

波
守
護
代
交
替
に
幕
府
が
介
入
し
た
例
を
紹
介

さ
れ
て
い
る
し
(
「
守
護
領
国
支
配
機
構
の
研
究
』

法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
六
年
、
四
七
四
二
二

二
四
頁
)
、
義
政
の
代
の
長
禄
三
年
八
月
越
前
・

遠
江
守
護
代
甲
斐
常
治
が
没
し
た
時
、
「
越
前
以

下
守
護
代
事
」
が
「
御
判
」
に
よ
っ
て
甲
斐
八
郎

の
息
子
に
安
堵
さ
れ
た
例
(
『
大
乗
院
寺
社
雑
事

記
』
向
年
同
月
十
三
日
条
)
や
、
寛
正
二
年
十
月

朝
倉
氏
を
越
前
守
護
代
に
す
る
事
が
義
政
か
ら

話
題
と
さ
れ
た
例
な
ど
が
あ
る
(
同
書
、
同
年
同

月
十
七
日
条
)
。
し
た
が
っ
て
、
三
方
忠
治
の
守

護
代
補
任
に
義
教
の
意
向
が
働
い
た
と
み
る
の

も
、
あ
な
が
ち
根
拠
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

(
日
)
東
寺
百
合
文
書
ヌ
函
二
八
七
号
(
以
下
「
百

合
ヌ
二
八
七
」
の
如
く
略
記
、
文
書
番
号
は
京

都
府
立
総
合
資
料
館
編
『
東
寺
百
合
文
書
目
録
』

に
よ
る
)

(
ロ
)
『
大
日
本
史
料
』
第
七
編
之
十
七
、
応
永
十
九

年
九
月
十
一
日
条
(
三
四

i
三
九
頁
)
に
関
係
史

料
が
ま
と
め
て
収
載
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
丹
後
国
棟
別
銭
徴
集
の
旨
を
国
中
に
触
れ
る

ょ
う
命
じ
た
、
応
永
十
九
年
十
月
十
四
日
一
色
義

範
遵
行
状
案
(
百
合
ト
九
二
)
の
宛
所
に
「
伊

賀
入
道
L

と
あ
り
、
翌
年
十
月
七
日
二
色
兵
部

少
輔
(
義
範
)
代
沙
弥
了
喜
L

が
棟
別
銭
二
十
貫
文

を
送
進
し
て
い
る
(
百
合
て
|
九
|
二
六
)
。

(H)
注

1
拙
稿
(
前
者
)
で
も
指
摘
し
た
こ
と
で

あ
る
が
、
一
色
満
範
は
父
詮
範
の
存
命
中
の
明
徳

三
年
、
二
十
五
歳
で
丹
後
守
護
に
な
っ
て
い
た
か

ら
、
当
然
他
の
国
の
国
人
よ
り
も
丹
後
国
人
と
の

関
係
が
早
く
か
ら
形
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
古
く
か
ら
満
範
の
恩
顧
を

被
っ
て
い
た
者
と
、
こ
れ
に
反
感
を
も
っ
、
グ
ル
ー

プ
と
の
軌
擦
が
、
満
範
の
死
を
機
に
一
気
に
高
ま

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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一
色
二
郎
・
五
郎
の
兄
弟
対
立
と
い
う
形
を

と
っ
て
表
面
化
し
た
、
と
い
う
解
釈
も
あ
な
が
ち

空
論
と
は
い
え
ま
い
。
『
系
図
纂
要
』
が
、
兄
弟

和
睦
の
結
果
、
二
郎
持
範
が
丹
後
守
護
に
な
っ
た

と
伝
え
る
の
は
、
事
実
に
は
反
す
る
も
の
の
、
丹

後
国
人
ら
の
二
郎
側
加
担
を
示
唆
す
る
も
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

(
日
}
丹
後
与
謝
郡
に
石
河
庄
が
あ
り
、
応
永
十
三

年
失
脚
し
た
小
笠
原
長
春
父
子
が
幽
閉
さ
れ
、
の

ち
切
腹
し
た
の
が
石
河
城
で
あ
っ
た
。
長
禄
三
年

の
状
況
を
示
す
「
丹
後
国
諸
庄
園
郷
保
惣
回
数

帳
L

(

『
舞
鶴
市
史
』
史
料
編
所
収
)
で
は
、
与
謝

郡
石
河
庄
一
三
四
町
余
の
う
ち
、
八
十
一
町
余
が

「
御
料
所
」
(
守
護
領
)
と
な
っ
て
い
て
、
残
り

は
諸
寺
院
の
免
田
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

石
河
氏
の
所
領
と
し
て
は
、
石
河
中
務
が
丹
波
郡

米
富
保
・
倉
富
保
に
合
わ
せ
て
十
四
町
足
ら
ず
を

領
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
一
見
石
河
氏
が

石
河
庄
に
何
ら
所
領
を
有
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ

の
勢
力
も
大
き
く
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
か
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
石
河
庄
(
殿
下
渡

領
)
は
享
徳
三
年
、
年
貢
未
進
に
悩
む
摂
関
家
か

ら
守
護
一
色
教
親
へ
の
求
め
に
よ
っ
て
「
御
料

、
nノ

河
村

室
町
期
の
若
狭
守
護
代
三
方
氏
の
政
治
的
地
位

所
」
と
き
れ
た
よ
う
で
(
『
康
富
記
』
同
年
七
月

二
十
四
日
・
同
二
十
七
日
条
て
そ
れ
以
前
、
あ

る
い
は
そ
れ
以
後
も
石
河
氏
が
実
質
的
な
支
配

権
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
。
ち
な
み
に
、
十
六
世
紀
頃
の
地
名
・
武

士
を
記
す
「
丹
後
御
檀
家
帳
L

(

『
丹
後
史
料
叢
書
』

第
二
輯
)
に
は
、
「
か
や
の
御
城
石
川
殿
国
の

御
奉
行
也
」
「
か
や
の
い
ち
ば
に
て
石
川
殿
お

と
な
衆
」
な
ど
と
見
え
、
石
川
に
は
「
石
川
殿
」

の
取
り
立
て
た
一
色
氏
一
族
の

J
宮
殿
様
」

ゃ
、
そ
の
弟
で
「
城
も
た
せ
ら
れ
」
た
一
宮
新
五

郎
ら
が
い
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
戦
国
期
の

石
河
氏
が
、
石
河
庄
か
ら
加
悦
庄
に
か
け
て
の
野

田
川
流
域
一
帯
を
地
盤
と
す
る
、
当
地
方
屈
指
の

武
士
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
こ
れ
を
室
町

期
に
ま
で
遡
及
さ
せ
る
の
も
そ
れ
程
無
理
で
は

な
か
ろ
、
7
0

(
日
)
今
谷
氏
は
、
「
成
士
口
入
道
子
息
」
の
石
清
水
八

幡
神
役
違
乱
停
止
を
命
じ
た
、
応
永
二
十
一
年
八

月
九
日
一
色
兵
部
少
輸
(
義
範
)
宛
将
軍
家
御
教

書
(
離
宮
八
幡
宮
文
書
)
を
も
っ
て
、
一
色
義
範

の
侍
所
頭
人
在
職
徴
証
と
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
「
幕

府
と
特
殊
な
関
係
の
あ
る
神
社
に
侍
所
が
干
与

す
る
」
例
と
さ
れ
て
い
る
が
(
前
掲
書
、
二
九
頁
)
、

こ
の
場
合
の
宛
人
一
色
義
範
の
立
場
は
丹
後
守

護
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
神
役
違
乱
の
当
事
者
成

吉
氏
が
丹
後
国
人
で
あ
っ
た
が
故
に
(
「
丹
後
国

諸
庄
園
郷
保
惣
回
数
帳
し
に
よ
る
と
、
成
吉
越

中
・
同
三
郎
左
衛
門
が
合
わ
せ
て
一

O
五
町
余
の

所
領
を
も
っ
)
一
色
に
幕
命
が
下
っ
た
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
今
谷
氏
が
、
翌
年
八
月
に
幕
府

か
ら
石
清
水
の
放
生
会
警
固
を
命
じ
ら
れ
て
い

る
三
方
常
析
を
(
『
東
寺
文
書
』
を
|
一
二
九
)
所

司
代
と
さ
れ
て
い
る
の
も
(
前
掲
書
、
同
頁
)
、
山

城
守
護
代
と
み
る
べ
き
で
あ
る
(
所
司
代
は
今
谷

氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
氏
家
範
長
)
。
し
た
が
っ

て
、
石
清
水
八
幡
は
侍
所
の
管
轄
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
八
幡
側
は
神
人
弾
圧
に
あ

た
っ
て
、
す
で
に
侍
所
頭
人
で
あ
っ
た
一
色
義
範

の
山
城
守
護
兼
任
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

(
口
)
笠
松
宏
至
「
中
央
の
儀
」
(
『
月
刊
百
科
』
一
一

O
二
、
の
ち
同
氏
「
法
と
言
葉
の
中
世
史
』
平
凡

社
選
書
、
一
九
八
四
年
、
所
収
)
。

(
時
)
横
井
清
『
看
聞
御
記
「
王
者
」
と
「
衆
庶
L

の
は
ざ
ま
に
て
|
』
そ
し
え
て
、
一
九
七
九
年
、

二
九
一

i
二
九
四
頁
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(
四
)
『
看
聞
日
記
』
応
永
二
十
六
年
四
月
十
五
日
・

同
十
六
日
条

(
却
)
応
永
三
十
四
年
、
尾
張
国
街
領
初
任
検
注
が

三
宝
院
に
沙
汰
し
付
け
ら
れ
た
際
、
一
色
義
範
が

そ
の
幕
命
を
下
達
す
る
の
に
、
海
東
郡
に
つ
い
て

は
守
護
代
三
方
山
城
入
道
(
常
折
)
に
遵
行
状
を

下
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
智
多
郡
は
郡
奉
行
と

お
ぼ
し
き
御
賀
本
新
左
衛
門
尉
・
倉
江
加
賀
入
道

の
両
人
に
命
じ
て
お
り
(
『
新
編
一
宮
市
史
』
資

料
編
6
所
収
、
醍
醐
寺
文
書
四
二
二
・
四
二
三

号
)
、
両
郡
の
聞
に
支
配
機
構
の
差
異
が
あ
っ
た

こ
と
が
、
7
か
が
え
る
。

(
幻
)
『
醍
醐
寺
文
書
』
別
集
一
(
大
日
本
古
文
書

家
わ
け
)
六
九
・
七

O
号
。
こ
れ
は
『
満
済
准
后

日
記
』
応
永
三
十
一
年
正
月
八
日
・
同
九
日
条
の

紙
背
で
あ
る
か
ら
、
応
永
三
十
年
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。

(
沼
)
注
却
の
幕
命
を
下
し
た
、
応
永
三
十
四
年
十

二
月
二
十
六
日
尾
張
海
束
郡
守
護
代
三
方
常
折

遵
行
状
の
宛
所
に
「
三
方
対
馬
守
」
と
あ
る
(
『
醍

醐
寺
文
書
』
二

O
二
七
号
)
。

(
幻
)
た
と
え
ば
、
『
満
済
准
后
日
記
』
に
見
え
る
一

色
氏
か
ら
幕
府
へ
の
使
者
を
み
る
と
、
正
長
元
年

八
月
十
二
日
・
永
享
四
年
正
月
二
十
四
日
・
同
二

十
五
日
・
周
年
五
月
八
日
・
同
五
年
間
七
月
二
十

四
日
条
の
い
ず
れ
の
場
合
も
延
永
氏
が
当
た
っ

て
い
て
、
一
二
方
氏
は
一
度
も
登
場
し
な
い
。
ち
な

み
に
、
右
に
摘
記
し
た
期
日
の
他
の
守
護
家
の
使

者
と
し
て
は
、
斯
波
家
の
甲
斐
氏
、
畠
山
家
の
遊

佐
氏
、
山
名
家
の
山
口
氏
、
細
川
家
の
安
富
氏
、

赤
松
家
の
上
原
氏
ら
が
見
え
、
お
お
む
ね
各
守
護

家
の
執
事
・
守
護
代
ク
ラ
ス
、
，
も
し
く
は
そ
れ
に

準
じ
る
重
臣
と
な
っ
て
い
る
。

(M)
桑
山
浩
然
校
訂
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』

上
巻
(
近
藤
出
版
社
、
一
九
八

O
年
)
所
収
、
「
御

前
落
居
奉
書
」
花
・
打
。
一
色
義
範
が
侍
所
頭
人

と
な
る
の
は
、
同
年
十
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら

(
今
谷
氏
前
掲
書
、
二
三
頁
)
、
延
永
益
信
に
対

す
る
草
内
郷
飯
岡
所
務
職
の
預
置
は
、
彼
が
所
育

代
で
あ
っ
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
こ

と
に
な
り
、
彼
と
幕
府
(
将
軍
)
と
の
直
接
的
関

係
を
う
か
が
わ
せ
る
。

(
お
)
た
と
え
ば
、
永
享
九
年
、
大
和
に
出
陣
し
た

一
色
氏
に
対
す
る
東
寺
か
ら
の
巻
数
は
三
方
氏

に
届
け
ら
れ
て
お
り
、
斯
波
持
種
へ
の
そ
れ
が
斯

波
家
の
執
事
甲
斐
氏
に
届
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
勘
案
す
れ
ば
(
同
年
「
二
十
一
日
方
評
定
引
付
」

四
月
十
三
日
条
、
「
東
寺
文
書
』
ち
一
二
、
永

享
期
に
お
い
て
も
三
方
氏
が
い
ま
だ
一
色
氏
宿

老
の
地
位
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な

'ν 
(
お
)
義
貫
は
、
康
暦
一
万
年
七
月
二
十
五
日
の
義
満

の
右
大
将
拝
賀
の
時
に
祖
父
詮
範
が
「
最
前
ニ
供

奉
L

し
た
こ
と
を
あ
げ
て
、
畠
山
満
家
に
次
ぐ
次

座
を
供
奉
す
る
の
を
「
家
恥
辱
」
と
し
、
各
方
面

か
ら
の
諌
止
に
も
耳
を
貸
さ
ず
、
切
腹
の
覚
悟
ま

で
示
し
て
あ
く
ま
で
先
頭
で
供
奉
す
る
こ
と
を

主
張
し
、
結
局
こ
の
訴
え
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
く

な
る
と
、
当
日
は
病
気
と
称
し
て
馬
打
の
供
奉
を

拒
否
し
、
辻
警
闘
だ
け
つ
と
め
た
(
『
満
済
准
后

日
記
』
永
享
二
年
七
月
十
日

i
十
二
日
・
同
十
九

日
・
同
二
十
日
・
同
二
十
三
日
・
同
二
十
五
日
、

『
看
開
日
記
」
同
日
条
な
ど
)
。
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